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【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 7 月 2 日 ( 2 0 2 5 . 7 . 2 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 4 / 0 8 4 9 9 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 4 - 5 5 1 4 8 3 ( P 2 0 2 4 - 5 5 1 4 8 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 2 ６ ３ ０ Ｚ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 6 　 　 　 Ｎ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 3 月 4 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 主 面 及 び 第 ２ 主 面 を 有 す る 絶 縁 層 と 、
　 前 記 第 １ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 第 １ 銅 層 と 、
　 前 記 第 ２ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 銅 層 と 、
　 第 ３ 銅 層 と を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 層 及 び 前 記 第 １ 銅 層 に は 、 前 記 第 ２ 銅 層 に 到 る 貫 通 穴 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ３ 銅 層 は 、 前 記 貫 通 穴 内 部 の 前 記 第 ２ 銅 層 上 、 前 記 貫 通 穴 の 内 壁 面 上 及 び 前 記 貫  
通 穴 の 周 囲 に あ る 前 記 第 １ 銅 層 上 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 貫 通 穴 の 前 記 内 壁 面 上 に は 単 一 の 銅 層 が 配 置 さ れ て お り 、 前 記 単 一 の 銅 層 が 前 記 第  
３ 銅 層 で あ る 、 プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 銅 層 上 に お け る 前 記 第 ３ 銅 層 の 厚 さ は 、 前 記 絶 縁 層 の 厚 さ の ０ ． ４ 倍 以 上 で あ  
り 、 か つ 前 記 貫 通 穴 の 前 記 第 １ 主 面 に お け る 幅 の 最 小 値 の ０ ． ６ 倍 以 下 で あ る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 銅 層 上 に お け る 前 記 第 ３ 銅 層 の 厚 さ は 、 前 記 絶 縁 層 の 厚 さ の ０ ． ８ 倍 以 上 で あ  
り 、 か つ 前 記 貫 通 穴 の 前 記 第 １ 主 面 に お け る 幅 の 最 小 値 の ０ ． ４ ５ 倍 以 下 で あ る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 層 と 前 記 第 ３ 銅 層 と の 界 面 か ら 深 さ １ ０ ｎ ｍ ま で の 前 記 第 ３ 銅 層 の 領 域 及 び 前  
記 第 ２ 銅 層 と 前 記 第 ３ 銅 層 と の 界 面 か ら 深 さ １ ０ ｎ ｍ ま で の 前 記 第 ３ 銅 層 の 領 域 に お け る  
パ ラ ジ ウ ム の 濃 度 は 、 ０ ． ５ 質 量 パ ー セ ン ト 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の プ リ ン ト 配 線  
板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ３ 銅 層 は 、 電 解 め っ き 銅 層 で あ る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載  
の プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ 主 面 を 有 す る 第 １ 絶 縁 層 と 、
　 前 記 第 １ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 第 １ 銅 層 と 、
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　 前 記 第 １ 銅 層 を 覆 う よ う に 前 記 第 １ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 接 着 層 と 、
　 第 ２ 主 面 及 び 第 ３ 主 面 を 有 し 、 か つ 前 記 第 ２ 主 面 が 前 記 接 着 層 を 向 く よ う に 前 記 接 着 層  
上 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 層 と 、
　 前 記 第 ３ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ 銅 層 と 、
　 第 ３ 銅 層 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 絶 縁 層 、 前 記 第 ２ 銅 層 及 び 前 記 接 着 層 に は 、 前 記 第 １ 銅 層 に 到 る 貫 通 穴 が 形 成  
さ れ て お り 、
　 前 記 第 ３ 銅 層 は 、 前 記 貫 通 穴 内 部 の 前 記 第 １ 銅 層 上 、 前 記 貫 通 穴 の 内 壁 面 上 及 び 前 記 貫  
通 穴 の 周 囲 に あ る 前 記 第 ２ 銅 層 上 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 貫 通 穴 の 前 記 内 壁 面 上 に は 単 一 の 銅 層 が 配 置 さ れ て お り 、 前 記 単 一 の 銅 層 が 前 記 第  
３ 銅 層 で あ る 、 プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 銅 層 上 に お け る 前 記 第 ３ 銅 層 の 厚 さ は 、 前 記 第 ２ 絶 縁 層 の 厚 さ 及 び 前 記 第 １ 銅  
層 と 前 記 第 ２ 絶 縁 層 と の 間 に あ る 前 記 接 着 層 の 厚 さ の 和 の ０ ． ４ 倍 以 上 で あ り 、 か つ 前 記  
貫 通 穴 の 前 記 第 ３ 主 面 に お け る 幅 の 最 小 値 の ０ ． ６ 倍 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の プ リ  
ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ 銅 層 上 に お け る 前 記 第 ３ 銅 層 の 厚 さ は 、 前 記 第 ２ 絶 縁 層 の 厚 さ 及 び 前 記 第 １ 銅  
層 と 前 記 第 ２ 絶 縁 層 と の 間 に あ る 前 記 接 着 層 の 厚 さ の 和 の ０ ． ８ 倍 以 上 で あ り 、 か つ 前 記  
貫 通 穴 の 前 記 第 ３ 主 面 に お け る 幅 の 最 小 値 の ０ ． ４ ５ 倍 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の プ  
リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 絶 縁 層 と 前 記 第 ３ 銅 層 と の 界 面 か ら 深 さ １ ０ ｎ ｍ ま で の 前 記 第 ３ 銅 層 の 領 域 及  
び 前 記 第 １ 銅 層 と 前 記 第 ３ 銅 層 と の 界 面 か ら 深 さ １ ０ ｎ ｍ ま で の 前 記 第 ３ 銅 層 の 領 域 に お  
け る パ ラ ジ ウ ム の 濃 度 は 、 ０ ． ５ 質 量 パ ー セ ン ト 以 下 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の プ リ ン ト  
配 線 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ３ 銅 層 は 、 電 解 め っ き 銅 層 で あ る 、 請 求 項 ６ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載  
の プ リ ン ト 配 線 板 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 層 樹 脂 層 は 、 第 １ 主 面 を 有 し て い る 。 内 層 回 路 は 、 第 １ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 。 有  
機 絶 縁 樹 脂 層 は 、 内 層 回 路 を 覆 う よ う に 第 １ 主 面 上 に 配 置 さ れ て い る 。 有 機 接 着 層 は 、 第  
２ 主 面 と 、 第 ３ 主 面 と を 有 し て い る 。 第 ３ 主 面 は 、 第 ２ 主 面 の 反 対 面 で あ る 。 有 機 接 着 層  
は 、 第 ２ 主 面 が 有 機 絶 縁 樹 脂 層 を 向 く よ う に 有 機 絶 縁 樹 脂 層 上 に 配 置 さ れ て い る 。 有 機 接  
着 層 及 び 有 機 絶 縁 樹 脂 層 に は 、 内 層 回 路 を 露 出 さ せ る 貫 通 穴 が 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 通 穴 １ ３ の 内 壁 面 を 構 成 す る 絶 縁 層 １ ０ と 第 ３ 銅 層 ２ ０ と の 界 面 及 び 第 ２ 銅 層 １ ２ と 第  
３ 銅 層 ２ ０ と の 界 面 に は 、 パ ラ ジ ウ ム が 存 在 し て い な い か 、 ま た は め っ き 槽 に 意 図 せ ず 混  
入 し た パ ラ ジ ウ ム が 不 可 避 的 に 付 着 し て い る 。 す な わ ち 、 絶 縁 層 １ ０ （ 貫 通 穴 １ ３ の 内 壁  
面 ） と 第 ３ 銅 層 ２ ０ と の 界 面 か ら 深 さ １ ０ ｎ ｍ ま で の 第 ３ 銅 層 ２ ０ の 領 域 に お け る パ ラ ジ  
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ウ ム 濃 度 が ０ ． ５ 質 量 パ ー セ ン ト 以 下 で あ る 。 ま た 、 貫 通 穴 １ ３ 内 部 に 露 出 し て い る 第 ２  
銅 層 １ ２ と 第 ３ 銅 層 ２ ０ と の 界 面 か ら 深 さ １ ０ ｎ ｍ ま で の 第 ３ 銅 層 ２ ０ の 領 域 に お け る パ  
ラ ジ ウ ム の 濃 度 は 、 ０ ． ５ 質 量 パ ー セ ン ト 以 下 で あ る 。 な お 、 第 １ 銅 層 １ １ と 第 ３ 銅 層 ２  
０ と の 界 面 に も パ ラ ジ ウ ム は 存 在 せ ず 、 第 １ 銅 層 １ １ と 第 ３ 銅 層 ２ ０ と の 界 面 か ら 深 さ １  
０ ｎ ｍ ま で の 第 ３ 銅 層 ２ ０ の 領 域 に お け る パ ラ ジ ウ ム 濃 度 が ０ ． ５ 質 量 パ ー セ ン ト 以 下 で  
あ る 。 第 ３ 銅 層 ２ ０ の 領 域 に お け る パ ラ ジ ウ ム 濃 度 は 、 例 え ば 、 収 束 イ オ ン ビ ー ム に よ り  
穴 部 を 切 断 し た 断 面 を 、 エ ネ ル ギ ー 分 散 型 X 線 分 光 解 析 に よ り 測 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ ら の 比 較 か ら 、 厚 さ Ｔ ２ が 厚 さ Ｔ １ の ０ ． ８ 倍 以 上 で あ る と の 条 件 又 は 厚 さ Ｔ ２ が  
幅 Ｗ １ の ０ ． ４ ５ 倍 以 下 で あ る と の 条 件 が さ ら に 満 た さ れ る 場 合 、 貫 通 穴 １ ３ の 周 囲 に あ  
る 第 １ 銅 層 １ １ 上 か ら 貫 通 穴 １ ３ の 内 壁 面 に 沿 っ て 延 び る 第 ３ 銅 層 ２ ０ と 貫 通 穴 １ ３ 内 部  
に 露 出 し て い る 第 ２ 銅 層 １ ２ 上 か ら 貫 通 穴 １ ３ の 内 壁 面 に 沿 っ て 延 び る 第 ３ 銅 層 ２ ０ と が  
さ ら に 接 続 さ れ や す く な り 、 貫 通 穴 １ ３ の 内 壁 面 上 に お い て 第 ３ 銅 層 ２ ０ を さ ら に 適 正 に  
形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ １ 】
　 第 ２ 電 解 め っ き 工 程 Ｓ ２ ０ は 、 第 ２ レ ジ ス ト パ タ ー ン 形 成 工 程 Ｓ １ ９ の 後 に 行 わ れ る 。  
図 ２ １ は 、 第 ２ 電 解 め っ き 工 程 Ｓ ２ ０ を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。 図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に  
、 第 ２ 電 解 め っ き 工 程 Ｓ ２ ０ で は 、 電 解 め っ き が 行 わ れ る こ と に よ り 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン  
３ ３ の 開 口 部 か ら 露 出 し て い る 第 ２ 銅 層 ７ １ 上 、 貫 通 穴 ７ ２ の 内 壁 面 上 及 び 貫 通 穴 ７ ２ 内  
部 に 露 出 し て い る 第 １ 銅 層 ５ １ 上 に 第 ３ 銅 層 ８ ０ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 電 解 め っ き 工  
程 Ｓ ２ ０ で は 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン ３ ４ の 開 口 部 か ら 露 出 し て い る 第 ７ 銅 層 ７ ４ 上 、 貫 通 穴  
７ ５ の 内 壁 面 上 及 び 貫 通 穴 ７ ５ 内 部 に 露 出 し て い る 第 ６ 銅 層 ５ ４ 上 に 第 ８ 銅 層 ８ １ が 形 成  
さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ４ 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ ５ 】

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ６ 】
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